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＜連絡事項＞
・汚染伝票の記載について。
　文字を丁寧に記載し、提出する事。また、防水シーツの汚染提出の際は、「私物発注伝票」を一緒に提出する事。

＜入室状況＞
【入院】
・なし
【転出】
・なし
【ユニット移動】
・なし
【部屋移動】
・なし
＜患者様連絡事項＞
・庭田　久美子様～兄様の迎えがあり、外泊（2泊3日）へ行かれる。
事前に兄様へ連絡し、数日前より、他者へ「外泊に行った時に死ぬ予定なんです」と話していた事をお伝えし、「そういう病気なので仕方ない」とのお返事をもらい、2泊3日で変更無く行かれている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。
　　　　　　　　開放観察中、他室侵入や無理矢理詰所に入ろうとする事あり、早めに開放観察終了している。自室内でも脱衣し、トイレに衣類を詰め込む事あり介入要している。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9：00～16：00までの開放観察指示あり。開放観察中、自室やホールにて静穏に過ごされている。隠れ飲水行為や過度な飲水要求なし。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。9：00～16：00までの開放観察指示あり。やや声高に話す様子あ
り。不穏・興奮、他患トラブルはなし。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～午前午後2時間ずつの開放観察指示あり。開放観察時、男性患者様と距離の近さ有り声掛け、見守りにて過ごされる。トラブルには至らず。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・佐藤　朋代様～身体拘束中。午前午後2時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中、危険行為や
不穏、興奮なく経過されている。バイタルサイン異常なく食事は全量自力されている。拒薬もなし。身体部位の皮膚トラブル、循環障害等なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～患者様への被害妄想や環境への不満、対応への不満等を訴え、眼光鋭くさせ、表情硬化、振戦している事が目立つ。適宜頓服薬を使用し、粗暴性等の行動化はない。引き続き、言動の観察を行い、トラブルに注意していく。
